
◎
昔
の
歌
謡
曲

昔
の
歌
謡
曲
を
選
び
ま
す
（
小

仲
台
・
磯
野
進
・
菅
野
啓
子
・
正

田
真
澄
・
匿
名
・
富
永
政
美
）

（
高
洲
・
永
松
和
子
）（
南
花
園

・
金
田
哲
晴
）
（
西
都
賀
・
中
里

榮
・
菅
野
博
）
（
東
千
葉
・
佐
久

間
亮
）
（
花
見
川
・
相
馬
英
治
・

渡
部
禎
子
・
山
口
真
澄
）（
畑
町

・
稲
川
博
史
）
（
幸
町
・
本
間
勝

子
・
渡
部
誠
・
入
口
雅
夫
・
高
坂

尊
義
）
（
さ
つ
き
が
丘
・
佐
久
間

悦
子
・
秋
元
美
保
）
（
小
中
台
・

大
野
喜
代
子
・
匿
名
・
安
田
美
枝

子
）
（
穴
川
・
小
西
仁
子
）（
西

小
中
台
・
大
野
明
）（
朝
日
ヶ
丘

・
小
西
邦
子
・
安
田
三
貴
也
・
那

須
親
）
（
打
瀬
・
南
澤
清
雄
・
橋

本
裕
美
）（
作
新
台
・
福
本
み
よ
）

（
市
原
・
瀧
崎
の
り
子
）（
幕
張

西
・
白
鳥
定
雄
）
（
千
城
台
東
・

小
池
み
ど
り
）
。や
は
り
古
い
歌

が
情
緒
が
あ
っ
て
良
い
と
思
い

ま
す
（
若
草
・
小
守
谷
う
た
子
）。

昔
の
歌
謡
曲
は
強
弱
が
あ
り
歌

い
易
い
。
世
の
中
の
変
動
と
共

に
日
々
の
生
活
感
が
あ
る
。
自

分
の
人
生
と
マ
ッ
チ
し
て
い
て

昭
和
は
輝
い
て
い
た
。
今

BSで

見
な
が
ら
口
ず
さ
ん
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
（
稲
毛
海
岸
・
長
堀
幸

子
）
。カ
ラ
オ
ケ
は
歌
い
ま
せ
ん

が
、
昔
の
歌
謡
曲
の
方
が
好
き

で
す
（
園
生
・
丸
山
宗
男
）（
あ

や
め
台
・
一
森
万
亀
美
）（
四
街

道
・
粟
村
道
生
）
（
幕
張
・
出
野

操
）
（
打
瀬
・
匿
名
）
。昔
の
歌

謡
曲
。
そ
の
曲
が
は
や
っ
た
時

の
記
憶
を
思
い
出
す
か
ら（
真
砂

・
八
木
稔
）
。昔
の
歌
謡
曲
が
多

い
で
す
ね
。今
は
ど
ん
な
曲
も
色

ん
な
所
か
ら
発
信
で
き
る
け

ど
、
や
っ
ぱ
り
昔
は
名
曲
が
多

い
で
す
。
昔
と
言
っ
て
も

80年

代
く
ら
い
で
す
け
ど
。

70年
代
に

な
る
と
た
ぶ
ん
殆
ど
わ
か
ら
な

い
で
す
（
南
花
園
・
室
井
千
寿
）。

今
の
歌
謡
曲
は
キ
ー
が
高
く
て

歌
え
な
い
（
打
瀬
・
松
原
保
司
・

最
首
由
里
子
）
。カ
ラ
オ
ケ
で
は

昔
の
歌
謡
曲
で
す
。
今
の
歌
謡

曲
は
リ
ズ
ム
中
心
で
あ
り
歌
い

に
く
い
の
に
対
し
、
昔
の
歌
謡

曲
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
大
事
で
、

歌
い
た
く
な
る
こ
と
に
よ
り
ま

す
（
柏
台
・
溝
上
芳
史
）（
瑞
穂

・
勝
目
久
雄
）
。カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
は
コ
ロ
ナ
で
自
粛
中
で
す

が
以
前
は
大
好
き
で
し
た
。
選

曲
は
決
ま
っ
て
昔
の
歌
で
す
。

81才
の
現
実
か
ら
と
て
も
新
し

い
歌
は
無
理
で
す
。
そ
れ
で
も

N
H
K深

夜
便
の
リ
ス
ナ
ー
で

新
し
い
曲
も
聴
い
て
は
い
る
の

で
す
（
高
洲
・
大
内
健
司
）
。今

の
歌
謡
曲
よ
り
昭
和
の
方
が
好

き
で
す
。
昔
は
「
平
凡
」と
言
う

雑
誌
に
必
ず
歌
詞
カ
ー
ド
が
書

い
た
付
録
が
付
い
て
い
ま
し

た
。そ
れ
を
見
て
歌
を
覚
え
ま
し

た
（
六
方
町
・
阿
部
ち
い
）
。昔

の
歌
謡
曲
し
か
歌
え
な
い
（
千

城
台
西
・
洞
田
貫
寿
美
子
）
。他

の
人
も
歌
い
ま
す
が
や
は
り
裕

ち
ゃ
ん
こ
と
石
原
裕
次
郎
さ
ん

と
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の
年
代
で

す
（
小
仲
台
・
中
川
明
江
）。や

は
り
昭
和
の
ナ
ツ
メ
ロ
で
す
ね

（
花
見
川
・
髙
橋
正
司
）。今

の

曲
は
詩
で
も
読
ん
で
い
る
よ
う

な
感
じ
で
ど
う
も
つ
い
昔
の
を

選
ん
で
し
ま
い
ま
す（
稲
毛
東
・

鎗
目
ト
ク
子
）。若

い
時
は
グ
ル

ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
に
夢
中
に
な
り

御
三
家
（
橋
・
舟
木
・
西
郷
）最

高
で
し
た
。
今
の
曲
は
良
く
わ

か
ら
な
い
で
す
（
小
中
台
・
小
田

由
博
）。過

ぎ
去
り
し
日
々
と
重

な
る
昔
の
歌
謡
曲
を
ハ
ミ
ン
グ

し
て
い
ま
す（
東
千
葉
・
会
沢
福

子
）。昔

の
歌
謡
曲
の
方
が
断
然

い
い
で
す
。
楽
し
い
思
い
出
や

悲
し
い
思
い
出
が
胸
に
沸
き
立

ち
感
動
し
ま
す
か
ら
（
小
仲
台
・

池
田
陽
菜
子
）。カ

ラ
オ
ケ
大
好

き
で
す
。
今
コ
ロ
ナ
禍
で
カ
ラ

オ
ケ
と
か
ス
ナ
ッ
ク
に
は
行
け

な
い
の
で
す
が
、
や
は
り
青
春

時
代
に
口
ず
さ
ん
だ
歌

35～

45

代
の
歌
が
多
い
で
す
。
ナ
ツ
メ

ロ
も
歌
い
ま
す
（
あ
や
め
台
・
本

間
京
子
）
。昔
の
歌
謡
曲
。歌
詞

が
良
い
（
朝
日
ヶ
丘
・
上
田
正

廣
）
。
昔
の
歌
謡
曲
を
選
び
ま

す
。
今
の
歌
謡
曲
は
テ
ン
ポ
が

速
す
ぎ
た
り
、
ラ
ッ
プ
調
だ
っ

た
り
し
て
な
か
な
か
覚
え
ら
れ

ま
せ
ん（
磯
辺
・
宮
崎
五
六
子
）。

今
の
歌
謡
曲
は
口
ず
さ
む
事
が

有
り
ま
せ
ん
。
昔
の
ナ
ツ
メ
ロ

は
子
供
の
頃
か
ら
歌
っ
て
い
た

の
で
カ
ラ
オ
ケ
も
つ
い
昔
の
歌

謡
曲
で
す（
高
洲
・
大
井
久
子
）。

昔
の
歌
謡
曲
の
方
が
馴
染
み
や

す
い
せ
い
か
、
多
く
歌
っ
て
い

た
よ
う
で
す
（
瑞
穂
・
鈴
木
一

三
）
。最
近
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
、
飲
屋
・
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
機

会
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。

3

～

4年
前
で
し
た
ら
歌
え
る
歌

謡
曲
は
昭
和
の
時
代
の
三
波
春

夫
・
坂
本
九
・
沢
田
研
二
、グ
ル

ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
・
五
木
ひ
ろ
し
・

北
島
三
郎
・
石
川
さ
ゆ
り
の
演

歌
歌
謡
曲
へ
変
化
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
で
は
カ
ラ
オ
ケ
は
昭

和
の
演
歌
で
す
ね
～
（
朝
日
ヶ

丘
・
小
池
規
行
）
。中
島
み
ゆ
き

な
ど
は
心
に
さ
さ
り
大
好
き
で

す
（
小
中
台
・
大
場
美
智
子
）今

の
歌
に
は
興
味
な
し
。
な
つ
メ

ロ
の
名
曲
だ
け
で
す
（
朝
日
ヶ

丘
・
横
須
賀
和
男
）
（
打
瀬
・
森

本
忠
）
。

N
H
Kの

深
夜
便
を
も

と
に
昔
の
歌
謡
曲
で
す
（
東
千

葉
・
高
木
一
也
）
。昔
の
歌
謡
曲

の
方
が
歌
い
や
す
い
か
ら
選
び

ま
す
。
歌
手
も
う
ま
く
な
か
っ

た
人
が
多
か
っ
た
（
笑

/失
礼
）

（
み
つ
わ
台
・
ぼ
く
ち
ゃ
ん
）
。

同
世
代
と
の
カ
ラ
オ
ケ
は
昔
の

歌
謡
曲
が
多
く
な
り
ま
す
ね

（
打
瀬
・
亀
高
邦
夫
）
。昔
の
歌

（
昭
和
）が
と
て
も
歌
い
や
す
く

覚
え
や
す
く
カ
ラ
オ
ケ
は
い
つ

も
昭
和
の
メ
ド
レ
ー
で
す
（
朝

日
ヶ
丘
・
斉
藤
佳
津
子
）
。昔
の

歌
謡
曲
を
歌
い
ま
す
。
今
の
歌

は
複
雑
す
ぎ
て
よ
く
わ
か
ら
な

い
（
西
都
賀
・
小
林
正
和
）
。昔

の
歌
謡
曲
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た

曲
想
が
多
く
、
覚
え
る
の
も
旅

情
を
浮
か
べ
な
が
ら
な
の
で
歌

い
や
す
か
っ
た
が
、
今
の
歌
謡

曲
は
テ
ン
ポ
が
速
す
ぎ
て
つ
い

て
い
け
な
い
で
す
（
千
城
台
東
・

佐
藤
礼
子
）
。今
の
歌
謡
曲
は
歌

詞
が
長
く
て
節
が
な
く
我
々
年

寄
に
は
歌
え
ま
せ
ん
。
昔
の
演

歌
が
な
つ
か
し
い
心
の
糧
で
す

（
六
方
・
泉
谷
正
誼
）
。小
学
生

の
頃
島
根
県
の
隠
岐
で
育
ち
ラ

ジ
オ
か
ら
流
れ
て
く
る
歌
謡
曲

を
聞
く
の
が
好
き
で
し
た
。

60

年
前
の
歌
が
大
好
き
で
す
（
朝

日
ヶ
丘
・
福
田
カ
ヨ
子
）
。今
の

曲
も
い
い
曲
は
沢
山
あ
る
が
、

昔
の
歌
謡
曲
を
選
び
ま
す
。
何

と
言
っ
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

っ
て
覚
え
や
す
く
口
ず
さ
み
や

す
い
こ
と
で
す
（
花
園
・
斎
藤
や

す
子
）
。殆
ど
若
い
頃
に
よ
く
歌

っ
た
曲
ば
か
り
で
す
が
、
息
子

が
歌
っ
て
い
る
曲
が
気
に
入
っ

て
覚
え
て
唄
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
（
青
葉
・
菅
野
み
ゆ
き
）
。海

軍
の
仲
間
が
集
ま
る
と
「
轟
沈

轟
沈
。
凱
紀
が
上
が
る
」と
元
気

だ
（
今
の
歌
謡
曲
は
知
ら
な
い
）

（
高
洲
・
宇
都
宮
亮
）
。

◎
歌
う
曲

「
黒
い
花
び
ら
」
（
千
草
台
・
長

谷
部
綽
）
。
「
知
床
旅
情
」「
ふ

た
り
酒
」
（
高
浜
・
佐
藤
春
子
）。

「
二
人
で
お
酒
を
」
等
（々
幸
町

・
松
山
純
子
）
。
今
「
糸
」
昔

「
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
」（
畑
町

・
稲
川
博
史
）
。古
賀
政
男
さ
ん

の
曲
、
た
と
え
ば「
人
生
の
並
木

道
」
な
ど
。古
賀
さ
ん
の
曲
は
美

空
ひ
ば
り
が
歌
っ
て
す
ば
ら
し

い
で
す
（
浪
花
・
押
尾
禎
一
）
。

「
我
が
人
生
に
悔
い
な
し
」
と

「
津
軽
の
故
郷
」が
大
好
き
で
す

（
小
仲
台
・
中
川
明
江
）
。昔
の

歌
謡
曲
で
す
。
端
正
な
三
浦
光

一
、
ム
ー
ド
た
っ
ぷ
り
の
フ
ラ

ン
ク
永
井
（
検
見
川
・
荒
木
昭

治
）
。昔
の
歌
謡
曲
で
美
空
ひ
ば

り
さ
ん
の
曲
で
す
（
四
街
道
・
伊

丹
士
保
子
）
。ど
ち
ら
か
と
言
う

と
昔
の
歌
謡
曲
を
選
ん
で
歌
い

ま
す
。
デ
ィ
ッ
ク
ミ
ネ
さ
ん
の

歌
や
北
島
三
郎
さ
ん
の
歌
で
す

（
浜
野
・
柳
沢
範
光
）
。昔
の
歌

謡
曲
を
選
び
ま
す
。
中
島
み
ゆ

き
（
時
代
）五
輪
真
弓（
恋
人
よ
）

（
朝
日
ヶ
丘
・
岡
田
仁
子
）
。加

山
雄
三
の
曲
を
選
び
ま
す
。
昔

の
歌
謡
曲
が
好
き
で
す
。
昔
の

方
が
詩
が
良
か
っ
た
（
花
見
川
・

儀
藤
晴
夫
）
。
石
原
裕
次
郎「
銀

座
の
恋
の
物
語
」「
赤
い
ハ
ン
カ

チ
」
（
幕
張
西
・
増
田
邦
彦
）
。

◎
今
の
歌
謡
曲

テ
レ
ビ
で
昔
の
歌
謡
曲
を
聴
き

過
ぎ
て
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
の

で
カ
ラ
オ
ケ
く
ら
い
は
新
し
い

曲
を
歌
い
た
い
（
打
瀬
・
松
原
有

希
）
。昔
の
歌
謡
曲
よ
り
今
の
歌

謡
曲
の
方
が
好
き
で
す
。
理
由

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
若
手
演
歌

歌
手
の
方
が
私
は
大
好
き
で
す

（
小
仲
台
・
山
内
富
士
子
）
。年

齢
的
に
今
の
歌
謡
曲
の
方
を
歌

う
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
家
族

の
影
響
で
「
津
軽
海
峡
冬
景
色
」

を
選
曲
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

（
西
小
中
台
・
匿
名
）
。今
の
歌

謡
曲
を
選
び
ま
す
。
歌
う
曲
は

演
歌
で
す
（
朝
日
ヶ
丘
・
日
野
忠

則
）
。カ
ラ
オ
ケ
で
は
今
の
歌
謡

曲
を
歌
い
ま
す
。
皆
で
盛
り
上

が
る
事
が
出
来
る
の
で
（
幸
町
・

大
浦
穂
乃
香
）
。
「
北
の
旅
人
」

（
石
原
裕
次
郎
）
（
小
仲
台
・
寺

阪
和
久
）
。

◎
両
方
好
き

勿
論
、
昭
和
の
歌
で
す
が
、お
風

呂
で
は
ヒ
ゲ
ダ
ン
と
か
、
今
の

曲
も
（
高
洲
・
岩
田
和
洋
）
。両

方
選
び
ま
す

!（
花
見
川
・
角

田
友
美
）
。
今
の
歌
謡
曲
。新
曲

を
歌
い
き
っ
た
ら
昔
の
曲
を
歌

い
ま
す
。
両
方
好
き
で
す（
小
仲

台
・
横
田
千
恵
）
。カ
ラ
オ
ケ
で

歌
う
の
は
そ
の
時
の
気
分
に
も

よ
り
ま
す
が
、
最
近
覚
え
た
曲

を
真
っ
先
に
歌
い
ま
す
。
例
え

ば
Ｌ

i
s
aさ

ん
の
紅
蓮
華
だ

っ
た
り
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

昔
の
歌
謡
曲
の
方
が
好
き
で

す
。
最
近
は
沢
田
研
二
さ
ん
の

若
か
っ
た
頃
の

Y
O
U
T
U
B

E等
を
見
て
楽
し
ん
だ
り
し
て

い
ま
す
（
花
園
・
谷
内
亜
矢
）
。

昔
の
曲
、
歌
詞
に
は
心
に
グ
ン

グ
ン
と
響
き
ま
す
。
最
近
の
も

好
き
で
す
よ
。
（
真
砂
・
小
野
寺

義
明
）
。今
の
歌
謡
曲
に
も
昔
の

歌
謡
曲
に
も
好
き
な
歌
は
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
。
ボ
ケ
防
止
の

為
出
来
る
だ
け
今
の
歌
謡
曲
を

覚
え
て
歌
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
（
四
街
道
・
松
戸
健
夫
）
。ど

ち
ら
も
歌
い
ま
す
。
昔
の
も
の

で
は
「
石
狩
挽
歌
」ユ
ー
ミ
ン
や

中
島
み
ゆ
き
な
ど
。
今
な
ら
ド

ラ
マ
の
テ
ー
マ
曲
。あ
い
み
ょ
ん

の
「
裸
の
心
」
が
私
で
は
最
新

（
小
仲
台
・
田
渕
良
子
）
。歌
番

組
が
ず
い
ぶ
ん
減
り
ま
し
た
。

昔
の
歌
謡
曲
も
今
の
も
時
代
を

捉
え
て
い
て
い
い
で
す
ね
。
鼻

歌
が
で
る
の
は
や
っ
ぱ
り
昔
の

歌
謡
曲
で
す
（
大
草
・
佐
野
和

子
）
。昔
も
今
も
歌
え
る
曲
は
歌

い
ま
す
。
ど
っ
ち
も
好
き
と
言

え
る
け
ど
今
の
テ
ン
ポ
の
速
い

曲
は
ム
ズ
カ
シ
イ
で
す
（
小
仲

台
・
斉
藤
節
）
。

◎
そ
の
他

カ
ラ
オ
ケ
は
あ
ま
り
行
き
ま
せ

ん
が
、
今
の
歌
で
も
昔
の
歌
で

も
自
分
が
歌
え
る
な
ら

O
K
!

!今
の
歌
は
曲
な
ど
難
し
く
て

歌
い
た
く
て
も
歌
え
ま
せ
ん
ね

（
高
洲
・
匿
名
）
。
演
歌
で
す
。

心
に
響
く
作
詞
、
作
曲
。そ
れ
を

表
現
す
る
歌
手
と
演
奏
す
る
プ

ロ
集
団
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
人
々

に
感
動
を
与
え
る
も
の
と
思
っ

て
ま
す
（
花
見
川
・
長
谷
恵
喜
）。

今
の
歌
謡
曲
は
あ
ま
り
哀
愁
が

か
ん
じ
ら
れ
な
い
曲
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
昔
の
歌
謡
曲
は

哀
愁
が
か
ん
じ
ら
れ
ま
す
ね

（
穴
川
・
前
林
勝
美
）
。今
の
歌

を
聞
い
て
い
る
と
皆
同
じ
よ
う

に
感
じ
る
。
歌
手
の
人
達
も
よ

く
し
ら
な
い
事
も
あ
り
ま
す
が

昔
の
歌
の
方
が
情
緒
が
あ
っ
て

よ
い
（
高
洲
・
竹
田
チ
ヨ
子
）
。

歌
は
聞
か
な
い
の
で
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
（
天
台
・
山
本
信
夫
）。

い
つ
も
同
じ
曲
を
歌
い
ま
す
。

最
近
の
曲
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
（
天
台
・
山
本
富
子
）
。昭
和

の
歌
謡
曲
で
す
。
歌
謡
曲
を
総

称
し
て
演
歌
と
呼
ぶ
人
が
い
ま

す
が
間
違
い
で
す
。
歌
謡
曲
の

中
に
バ
ラ
ー
ド
、
ブ
ル
ー
ス
、リ

ズ
ム
＆
ブ
ル
ー
ス
、
ム
ー
ド
歌

謡
、
演
歌
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
が

あ
り
ま
す
（
四
街
道
・
島
崎
冨
士

男
）
。歌
謡
曲
を
昔
と
今
に
分
け

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の

国
の
生
活
状
況
を
良
く
表
し
て

い
る
の
が
歌
謡
曲
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
曲
を
耳
に
す
る
だ
け

で
自
分
の
そ
の
時
々
の
様
子
が

頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
（
四
街

道
・
衣
斐
凉
子
）
。

65歳
を
過
ぎ

た
高
齢
者
に
と
っ
て
今
の
歌
謡

曲
（
流
行
歌
）に
は
全
く
興
味
が

持
て
ま
せ
ん
。
昔
の
歌
謡
曲
は

口
ず
さ
ん
だ
り
鼻
歌
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
が
、
今
の
若
い

人
の
歌
は
聞
く
だ
け
の
楽
し
み

し
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
曲
自
体
が
変
化
に
富
み

過
ぎ
て
な
じ
め
ま
せ
ん
（
さ
つ

き
が
丘
・
中
村
保
）
。最
近
流
れ

て
く
る
曲
は
歌
謡
曲
よ
り
も
若

者
達
の
何
と
か
ポ
ッ
プ
ス
と
や

ら
で
、
歌
お
う
と
思
っ
て
聞
け

る
も
の
で
は
な
い
。
時
に
は
耳

障
り
に
な
る
も
の
も
多
く
、
こ

れ
も
年
取
っ
た
せ
い
か
な
と
思

う
（
小
仲
台
・
菅
野
啓
子
）
。福

田
こ
う
へ
い
さ
ん
の
フ
ァ
ン
で

す
。
こ
の
間
レ
コ
ー
ド
屋
さ
ん

で
吉
幾
三
さ
ん
の

C
Dを

買
い

ま
し
た
（
幕
張
西
・
三
橋
千
枝

子
）
。今
の
歌
謡
曲
は
リ
ズ
ム
は

い
い
が
意
味
が
良
く
わ
か
ら
な

い
。
昔
の
歌
謡
曲
は
ス
ト
ー
リ

ー
性
が
あ
っ
て
情
景
が
浮
か
ん

で
き
て
覚
え
や
す
い
（
高
浜
・
宮

川
宏
）
。昔
も
ど
こ
迄
か
で
違
っ

て
く
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
三

橋
美
智
也
、
春
日
八
郎
の
歌
声

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
（
子
供
時

代
）
。少
し
前
の
ヒ
ッ
ト
曲
の
小

田
和
正
、
ス
ピ
ッ
ツ
の
歌
も
大

好
き
で
す
（
今
）
（
み
つ
わ
台
・

黒
沢
博
子
）
。今
の
曲
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
昔
の
フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ
が
好
き
。
昭
和
の
人
間
そ

の
も
の
か
も
（
小
仲
台
・
高
木
雅

美
）
。
カ
ラ
オ
ケ
大
好
き
で
す
。

今
の
歌
謡
曲
と
昔
の
歌
謡
曲
の

中
間
で
す
。
歌
手
は
北
見
恭
子

さ
ん
（
紅
の
舟
歌
）
藤
あ
や
こ

（
む
ら
さ
き
雨
情
）香
西
か
お
り

（
恋
紅
葉
）思
う
存
分
歌
い
た
い

で
す
（
朝
日
ヶ
丘
・
志
村
加
津
）。

　
以
上
。
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今月のアンケートテーマ「今の歌謡曲と昔の歌謡曲について」
　
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
気
軽
に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
け
ず
、
自
粛
中
と
い
う
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
、
以
前
の
よ
う
に
カ
ラ

オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
や
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
で
思
い
切
り
歌
い
た
い
で
す
よ
ね
。
青
春

時
代
に
流
行
っ
た
歌
謡
曲
を
歌
う
と
今
で
も
あ
の
頃
の
気
持
ち
に
戻
っ
た

り
、
想
い
出
の
曲
を
聴
く
と
懐
か
し
い
人
を
思
い
浮
か
べ
た
り
…
。
歌
謡
曲

は
そ
の
当
時
の
自
分
を
思
い
出
し
ま
す
。
皆
さ
ん
は
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
う
と

き
、
今
の
歌
謡
曲
と
昔
の
歌
謡
曲
と
で
は
ど
ち
ら
の
方
を
選
び
ま
す
か

?

昔
の

歌
謡

曲
は
名

曲
が

多
い

　
千
葉
県
知
事
選
挙
が
３
月
２ １

日
に
実
施
さ
れ
る
。関
ま
さ
よ
し

自
民
党
県
議
会
議
員
と
熊
谷
俊

人
立
憲
民
主
党
の
千
葉
市
長
の

争
い
に
な
る
。し
か
し
自
民
党
は

一
本
化
さ
れ
ず
、千
葉
選
出
の
自

民
石
井
準
一
参
院
議
員
は
熊
谷

氏
の
応
援
を
表
明
し
、森
喜
朗
元

首
相
も
自
民
党
千
葉
県
連
が
推

す
習
志
野
市
出
身
の
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
鈴
木
大
地
ス
ポ
ー
ツ
長

官
の
立
候
補
を
阻
止
し
た
。自
民

党
本
部
も
立
憲
民
主
党
を
応
援

す
る
人
物
が
い
る
。こ
れ
は
国
民

を
貧
乏
に
し
た
い
考
え
が
同
じ

だ
か
ら
で
あ
る
。外
国
に
は
国
民

を
裕
福
に
す
る
保
守
政
党
が
あ

る
が
日
本
に
は
全
く
な
い
。京
都

選
出
の
安
藤
裕
、西
田
昌
司
議
員

は
真
の
保
守
政
治
家
で
あ
る
が
、

完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
る
。原
因

は
テ
レ
ビ
新
聞
も
日
本
国
民
を

貧
乏
に
す
る
考
え
で
あ
り
真
実

を
報
道
し
な
い
。
大
学
も
真
理
が

探
究
で
き
ず
日
本
は
閉
塞
状
態

で
あ
る
。
投
票
率
が
７ ０
％
を
切
れ

ば
、
民
主
主
義
は
成
立
し
な
い
。

熊
谷
候
補
は
２
回
も
否
決
さ
れ

た
大
阪
都
構
想
と
同
一
の
県
市

一
体
化
政
策
が
あ
る
。
二
重
行
政

効
率
化
は
市
の
図
書
館
、
県
の
図

書
館
の
一
つ
を
廃
止
す
る
こ
と

で
あ
り
、
職
員
の
半
数
は
首
に
な

り
デ
フ
レ
に
な
る
。
国
や
地
方
公

共
団
体
は
借
金
し
て
財
政
を
拡

大
し
公
共
施
設
を
守
る
の
が
仕

事
。
す
る
と
財
政
破
綻
と
国
賊
が

主
張
す
る
。
債
権
大
国
で
外
国
に

貸
し
て
い
て
、
外
国
か
ら
借
り
て

い
な
い
日
本
は
絶
対
に
破
綻
し

な
い
。
財
務
省
は
日
銀
発
行
の
円

で
返
済
で
き
る
国
債
は
破
綻
し

な
い
。
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
に
も

な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
財
務
省
も
破
綻
と
言
う
二

重
人
格
の
国
賊
で
あ
る
。（
穴
川

　
入
野
守
雄
）

　
新
資
本
論

1

「
烏
鳴
き
て
木
に
高
く
、人
は
畑

に
麦
を
踏
む
、
げ
に
小
春
日
の
長

閑
け
き
や
返
り
咲
き
の
花
も
見

ゆ
」
。
こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
光
景

で
あ
る
。
感
動
的
光
景
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
歌
を
何
人
か
の
人

に
送
っ
た
が
、
返
信
は
無
か
っ

た
。
感
動
し
な
い
の
で
あ
る
。感

動
な
き
時
代
に
入
っ
て
い
る
の

だ
。
人
は
ス
マ
ホ
な
ど
に
現
を
抜

か
し
、
感
動
な
き
時
代
、
腹
を
抱

え
て
大
笑
す
る
事
の
な
い
時
代

に
入
っ
た
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、

活
字
レ
ス
、
記
号
社
会
、話
し
合

い
大
き
く
笑
う
事
の
な
い
時
代

に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
現
金
を

持
ち
歩
く
と
い
う
こ
と
の
無
い

社
会
、
活
字
を
、
だ
か
ら
新
聞
を

読
む
こ
と
を
し
な
く
な
っ
た
社

会
・
時
代
に
入
ろ
う
と
し
て
い

る
。支
払
い
は
銀
行
へ
の
電
話
一

本
で
事
足
り
る
社
会
、
銀
行
に
窓

口
の
無
い
社
会
、時
代
は
そ
ん
な

社
会
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
仕

事
も
メ
ー
ル
、
支
払
い
も
メ
ー

ル
、
そ
ん
な
時
代
に
入
ろ
う
と
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
即
物
労
働
で
は
な

く
、
テ
レ
ワ
ー
ク
だ
と
い
っ
た
っ

て
、
お
の
ず
と
限
界
は
あ
る
、
電

話
で
麦
を
踏
む
こ
と
は
出
来
な

い
。
電
話
で
豆
腐
を
作
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
電
話
で
農
業
は
で
き

な
い
。
工
業
に
も
電
話
で
出
来
る

こ
と
に
は
お
の
ず
と
限
界
が
あ

る
。
産
業
と
人
間
と
は
切
り
離
す

こ
と
が
出
来
な
い
。
産
業
は
、
物

の
生
産
、
運
搬
、
配
布
と
い
う
手

段
で
行
わ
れ
て
い
る
。
電
話
一
本

で
工
場
か
ら
食
卓
へ
と
い
う
わ

け
に
は
行
か
な
い
。
畑
の
作
物
が

電
話
一
本
で
食
卓
へ
と
い
う
わ

け
に
は
行
か
な
い
。
野
菜
は
八
百

屋
か
ら
配
達
さ
れ
て
お
か
ず
と

な
る
。
肉
や
魚
も
同
じ
だ
。
人
間

の
労
働
な
し
に
生
活
は
成
り
立

た
な
い
。
電
話
一
本
で
物
は
届
く

が
運
搬
・
配
達
と
い
う
労
働
が
介

在
し
て
い
る
。
電
話
一
本
で
お
金

の
や
り
取
り
は
出
来
る
が
、
現
金

受
領
に
は
窓
口
へ
行
か
ね
ば
で

き
な
い
。

　
憎
し
み
の
坩
堝
に
赤
く
燃
え

る
く
ろ
が
ね
の
剣
を
打
ち
鍛
え

よ
、
こ
れ
は
労
働
歌
、
労
働
運
動

の
歌
、
階
級
闘
争
の
歌
、
今
は
階

級
な
き
時
代
か
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
、
階
級
は
厳
然
と
し
て
存
在

し
て
い
る
、
た
だ
、
今
は
労
働
運

動
な
き
時
代
、
階
級
闘
争
な
き
時

代
だ
。
非
正
規
社
員
は
増
え
る
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
が
増
え

る
、
搾
取
さ
れ
る
労
働
者
、
抑
圧

さ
れ
る
労
働
者
、
羽
が
も
ぎ
取
ら

れ
た
鳥
の
ご
と
く
、
動
け
な
い
労

働
者
、
闘
え
な
い
労
働
者
、
社
会

の
貧
困
化
が
進
む
。
社
会
の
下
部

構
造
・
経
済
が
衰
退
傾
向
で
、
上

部
構
造
の
思
想
、
政
治
が
衰
退
、

没
落
し
つ
つ
あ
る
。
１
９
６
０
年

当
時
の
労
働
運
動
は
単
な
る
賃

上
げ
闘
争
で
は
な
く
、
階
級
闘
争

を
念
頭
に
置
い
た
運
動
で
あ
っ

た
。
思
想
が
あ
っ
た
。
社
会
の
発

展
法
則
に
導
か
れ
た
運
動
で
あ

っ
た
、
闘
い
で
あ
っ
た
。
今
は
そ

の
カ
ケ
ラ
も
無
い
。
マ
ル
ク
ス
の

資
本
論
は
、
資
本
の
生
産
過
程
、

商
品
と
貨
幣
か
ら
始
ま
る
が
、
新

資
本
論
は
人
間
、
感
動
、
労
働
か

ら
始
ま
る
。
人
々
は
、
な
ん
で
感

動
し
な
く
な
っ
た
の
か
、
な
ん
で

大
笑
い
し
な
く
な
っ
た
の
か
、
そ

れ
は
社
会
の
発
展
と
関
係
が
あ

る
。
社
会
の
下
部
構
造
で
あ
る
経

済
と
上
部
構
造
で
あ
る
人
々
の

感
動
、
大
笑
い
に
は
密
接
な
関
係

が
有
る
。
人
々
は
生
活
に
疲
れ
、

疲
弊
し
、
感
度
・
生
活
感
覚
が
鈍

り
、
感
動
し
な
く
な
っ
た
、
大
笑

い
し
な
く
な
っ
た
。
電
話
一
本

で
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
な
ん
で
も
用

が
足
り
る
世
の
中
だ
が
、
便
利
の

中
で
精
神
は
つ
か
れ
、
疲
弊
し
、

混
迷
す
る
。
情
報
過
剰
時
代
だ

が
、
先
の
見
え
な
い
世
の
中
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
が
人
々
を
疲
れ

さ
せ
、
混
乱
、
混
沌
に
陥
れ
て
い

る
。
今
、
世
の
中
は
、
ど
ん
な
時

代
で
ど
ん
な
方
向
に
進
ん
で
い

る
の
か
新
聞
も
そ
れ
を
伝
え
て

い
な
い
。
人
々
は
平
静
の
よ
う
で

い
ら
だ
っ
て
い
る
。
自
分
が
い
ら

だ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ら
な

い
ほ
ど
愚
鈍
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
、
世
界
は
衰
退
、
没
落
に
向

か
っ
て
お
り
、
日
米
欧
資
本
主
義

国
が
衰
退
傾
向
を
加
速
し
て
お

り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
中
国
を
中

心
と
す
る
ブ
リ
ッ
ク
ス
が
興

隆
、
発
展
し
て
い
る
。
資
本
主
義

国
は
い
ず
れ
も
消
費
力
が
減
退

し
、
経
済
拡
大
再
生
産
の
時
代
が

終
わ
り
、
経
済
成
長
が
停
止
し
て

お
り
、
黄
昏
が
迫
っ
て
い
る
。
沈

み
行
く
太
陽
を
押
し
と
ど
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
た
そ

が
れ
行
く
資
本
主
義
国
を
押
し

と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
成

長
、
発
展
か
ら
衰
退
没
落
に
向
か

う
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
の
発
展

法
則
で
あ
り
、
歴
史
の
必
然
で
あ

る
。
社
会
主
義
が
資
本
主
義
に
と

っ
て
代
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
わ
が
国
は
、
原
始
共
同
体
か

ら
、
封
建
主
義
、
そ
し
て
明
治
維

新
と
い
う
無
血
革
命
に
よ
っ
て

資
本
主
義
主
会
と
な
っ
て
１
０

０
年
余
、
今
、そ
の
資
本
主
義
社

会
が
終
焉
の
と
き
を
迎
え
て
い

る
。
「
資
本
主
義
の
終
焉
、そ
の

先
の
世
界
」
と
い
う
本
も
出
て
い

る
。大
蔵
官
僚
の
榊
原
英
資
と
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
の
水
野
和
夫
が
書

い
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
ア
メ
リ
カ

経
済
の
終
焉
と
か
資
本
主
義
の

終
わ
り
の
始
ま
り
、
な
ど
と
い
う

本
も
出
て
い
る
。
有
識
者
た
ち
、

あ
る
い
は
経
済
学
者
た
ち
は「
終

焉
」
の
と
き
を
感
じ
て
い
る
と
い

う
わ
け
だ
。
だ
が
、彼
ら
は
そ
れ

が
社
会
主
義
へ
の
夜
明
け
で
あ

る
と
は
書
い
て
い
な
い
。
「
よ
り

遠
く
へ
、
よ
り
速
く
か
ら
、
近
く

へ
ゆ
っ
く
り
と
い
う
時
代
に
な

る
」
な
ど
と
ワ
ケ
の
わ
か
ら
な
い

こ
と
を
書
い
て
い
る
。
夜
明
け
前

の
薄
暗
く
混
迷
の
時
代
と
い
う

わ
け
か
。
し
か
し
、時
代
は
動
く
、

時
代
は
変
わ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
は
、
時
代
が
衰
退
傾

向
に
あ
る
と
き
思
想
、
言
論
、出

版
と
い
う
上
部
構
造
は
混
乱

し
、
迷
走
す
る
と
書
い
て
い
る

が
、
今
、
ま
さ
に
そ
の
と
き
を
迎

え
て
い
る
。
有
識
者
た
ち
、学
者

た
ち
の
頭
脳
も
混
乱
し
、
迷
走
し

て
い
る
。東
大
名
誉
教
授
の
御
厨

貴
も
「
時
代
の
変
わ
り
目
に
立

つ
」
と
い
う
本
を
書
い
て
い
る

が
、
混
乱
、迷
走
し
て
い
る
学
者

の
１
人
だ
。
変
わ
り
目
と
い
う
の

が
な
に
か
ら
何
へ
の
変
わ
り
目

な
の
か
が
全
く
わ
か
っ
て
い
な

い
。
書
い
て
い
な
い
。
変
わ
り
目

と
い
う
題
名
を
つ
け
た
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
書
い
て
無
い
だ
け
で

な
く
、
時
代
を
つ
か
む
、
と
か
、

時
代
と
向
き
合
う
な
ど
と
ワ
ケ

の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
書
い
て

い
る
。
時
代
を
つ
か
む
、
と
は
、

自
分
の
講
演
原
稿
を
ひ
け
ら
か

し
て
い
る
だ
け
だ
。学
者
と
し
て

の
思
想
貧
困
の
き
わ
み
、
思
想
と

し
て
腐
敗
、
堕
落
の
き
わ
み
だ
。

こ
ん
な
本
が
大
手
を
振
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
世
も
末
だ
。

し
か
し
、
今
世
間
に
氾
濫
し
て
い

る
本
は
み
ん
な
こ
ん
な
も
の

だ
。単
な
る
一
時
的
な
出
版
不
況

で
は
な
い
、
上
部
構
造
と
し
て
の

出
版
が
混
乱
、
混
迷
、暗
中
模
索
、

盲
目
飛
行
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
売
ら
ん
か
な
主
義
」
の
帰
結
と

い
う
こ
と
で
も
な
い
、
時
代
を
反

映
し
た
混
迷
、
腐
敗
堕
落
な
の

だ
。

　
沈
み
行
く
時
代
と
と
も
に
思

想
、
言
論
、
出
版
、
そ
の
他
文
化

全
般
が
沈
下
し
て
い
く
。
こ
れ
を

阻
止
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
歴

史
の
必
然
の
流
れ
だ
。
発
展
法
則

ど
お
り
に
進
行
し
て
い
る
も
の

で
、
何
人
も
こ
れ
を
と
め
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
日
本
も
米
国
も
欧

州
も
同
じ
流
れ
の
中
に
あ
る
。
世

界
の
潮
流
だ
。

　
こ
の
日
本
国
は
１
千
兆
円
超

の
赤
字
を
抱
え
、
国
の
医
療
費
支

出
が
年
間
５ ０
兆
円
を
超
え
て
い

る
と
い
う
非
常
事
態
だ
。
医
療
費

支
出
の
大
幅
削
減
は
避
け
ら
れ

な
い
、
病
院
も
薬
局
も
患
者
も
大

き
な
打
撃
だ
。
近
く
の
薬
局
の
奥

さ
ん
が
「
経
営
の
将
来
が
不
安
で

す
」
と
も
ら
し
て
い
た
。
保
険
証

さ
え
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
１
割
負
担
で
医
者
に
か
か
れ

る
と
い
う
国
民
医
療
皆
保
険
制

度
が
危
ぶ
ま
れ
る
。
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
支
え
ら
れ
る
人
が
増

え
、
支
え
る
人
が
減
る
、
国
の
財

源
は
底
を
つ
い
て
い
る
。
だ
か
ら

将
来
不
安
だ
。
と
い
う
こ
と
は
今

の
資
本
主
義
体
制
で
は
国
民
生

活
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
次
の
時
代

を
、
社
会
を
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
、
い
や
、
考
え
る
前
に
時
代

は
、
社
会
は
爛
熟
腐
敗
の
中
で
固

有
の
発
展
法
則
に
よ
り
次
の
時

代
を
、
次
の
社
会
を
孕
み
、育
む
、

そ
し
て
や
が
て
次
の
時
代
が
、
次

の
社
会
が
生
ま
れ
る
。
人
間
の
思

考
力
を
超
え
て
発
展
、
進
行
す

る
。
マ
ル
ク
ス
も
考
え
及
ば
な
か

っ
た
発
展
、
進
行
で
あ
る
。
資
本

主
義
企
業
は
寡
占
化
、
独
占
化

し
、
遂
に
は
国
有
化
と
な
り
、
生

産
、
分
配
の
競
争
時
代
か
ら
、
国

有
化
さ
れ
た
企
業
に
よ
る
生

産
、
分
配
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
を

計
画
経
済
と
い
う
。
社
会
主
義
経

済
と
も
い
う
。
計
画
的
に
生
産
さ

れ
た
物
は
自
治
体
や
自
治
会
を

通
じ
て
分
配
が
行
わ
れ
る
。
人
々

は
お
カ
ネ
（
貨
幣
）
を
持
っ
て
店

で
買
い
物
す
る
の
で
は
な
く
、
自

治
体
、
自
治
会
を
通
じ
て
、
必
要

に
応
じ
て
分
配
さ
れ
、
代
金
は
預

金
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
。

景
気
の
変
動
と
い
う
も
の
は
な

く
な
り
、
好
、
不
況
と
い
う
も
の

は
な
く
な
り
、
平
穏
な
社
会
と
な

る
。
人
々
の
将
来
不
安
は
な
く
な

る
。
将
来
不
安
に
備
え
て
貯
金
す

る
と
い
う
こ
と
は
必
要
な
く
な

り
、
衣
食
住
に
不
安
は
な
く
な

る
。
医
療
、
介
護
、年
金
な
ど
の

将
来
不
安
は
な
く
な
る
。
相
続

を
ど
う
の
、
こ
う
の
と
い
う
心

配
は
な
く
な
る
。
働
い
た
報
酬

は
賃
金
と
し
て
手
渡
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
各
自
の
預
金
口
座

に
振
り
込
ま
れ
る
。
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
時
代
と
も
言
わ
れ
る
。

お
カ
ネ
を
財
布
に
入
れ
て
持
ち

歩
く
必
要
は
な
く
な
る
わ
け

だ
。
（
宮
野
木

藤
本
豊
）

（7）令和3年 3 月 5 日 発行 第 294 号稲毛新聞

【
ク
イ
ズ
の
応
募
方
法
】
　

　
左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

の
順
に
文
字
を
並
べ
る
と
言
葉

に
な
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
と
ア

ン
ケ
ー
ト
の
質
問
内
容
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
明
記
。〒
２
６
３

‐
０
０
４
３
稲
毛
区
小
仲
台
２

～
５
～
２
～
１
０
０
１
「
稲
毛

新
聞
ク
イ
ズ
係
」宛
。な
お
、応

募
は
メ
ー
ル
で
も
受
付
Ｏ
Ｋ
で

す
。

※
今
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　
テ

ー
マ

「
お

気
に

入

り
の

お
花

見
ス

ポ
ッ

ト

に
つ
い

て
」

　

コ
ロ
ナ
禍
で
お
花
見
も
自
粛

中
か
と
思
い
ま
す
が
、皆
さ
ん

の
お
気
に
入
り
の
お
花
見
ス
ポ

ッ
ト
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
締
切
・
令
和

3年
３

月

20日
（
当
日
消
印
有

効
）

今
月
の
賞
金
・
賞
品

☆
一
等
賞
＝
１
万
円（

1名
）

☆
二
等
賞
＝

5千
円（

2名
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん（
５
名
様
）

☆
図
書
カ
ー
ド（

3名
様
）　

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
＝
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
滑
走
券（

5組
）

　
２
月
号
の
当
選
者

　
２
月
号
の
答
え
は「
サ
ム
イ

キ
タ
カ
ゼ
」
で
し
た
。
抽
選
の

結
果
次
の
方
が
当
選
し
ま
し

た
。　

【
敬
称
略
】

☆
１
等
賞
・

1万
円
＝
八
木
稔

（
真
砂
）

☆
２
等
賞
・
５
千
円
＝
長
谷
部

綽（
千
草
台
）小
池
規
行（
朝
日

ヶ
丘
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
・
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん
＝
池
田
陽
菜

子（
小
仲
台
）鎗
目
ト
ク
子（
稲

毛
東
）上
田
正
廣（
朝
日
ヶ
丘
）

伊
丹
士
保
子
（
四
街
道
）松
原

美
穂（
打
瀬
）

☆
図
書
カ
ー
ド
賞
・
千
円
の
図

書
カ
ー
ド
＝
高
木
一
也（
東
千

葉
）永
松
和
子（
高

洲
） 谷
内

亜

矢（
花
園
）

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
ち
ば
賞
・
ペ

ア
滑
走
券
＝

竹
田
チ

ヨ
子
（
高

洲
）横
田
千

恵
・
磯
野
進（
小
仲

台
）大
野
喜
代
子（
小
中
台
）高

橋
正
司（
花
見
川
）。

読読
者者
のの
声声

お気に入りのお花見スポット

千
葉
県
知
事
選
挙

今月のアンケート・テーマ

→ヨコのカギ

①雨降りに必要。

④役に立たないもの。

⑥お話。

⑦原稿が取り上げられない。

⑧必要な場所へ置く。

⑩スクリーンに映るストーリーを鑑賞。

⑫大ざっぱ。

⑬人が不愉快に思う行動。

↓タテのカギ

①ロッテマリーンズの井口さん。

②まちぼうけ ある日せっせと○○かせぎ

③冬の間、入って温まりました。

④大学に通って勉強

⑤へこんだ土地。

⑨鳥のおすとめす。

⑩アルファベツトの６番目

⑪千葉県は○○に囲まれている。

安心と信頼　心のかよう墓づくり　創業130年

●いずみ霊園 ●御成霊園

●千葉中央霊園●千葉緑霊園
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いつでも求められる和泉家の4大霊園

霊園案内サービスセンター

フリーコール　0120-148-237

千葉営業所／若葉区多部田町


